
若桜町公民館ナティキッズクラブの取り組み 

 

１． ナティキッズクラブとは 

 「ナティキッズ」とは「わんぱくな子どもたち」を意味し、様々な体験を通して外で遊ぶことの楽しさを知ってもらう

ことを目的に平成７年から始まった事業です。 

 町内の小学生を対象に、若桜町の豊かな自然の中で体験学習等を行い、郷土への愛着を深めてもらおうと、町内

各所で季節に合わせたイベントを年４回程度行っています。 

 

２． 実施体制 

 公民館主催の事業ですが、企画・運営・当日のスタッフとして「青少年育成アドバイザー」という青少年の健全育成を

目的としたグループに主体的に関わっていただいています。青少年育成アドバイザーのメンバーには子育て世代も

多く、子どもたちにこんなことを体験させたい、という意見を反映させた事業を計画しています。 

 

イベント実施までのスケジュール 

Ｎｏ 内  容 備  考 

① 青少年育成アドバイザーとの打ち合わせ アイデア出し、スケジュール案の作成 

② チラシ作成・配布 町内の学校へ配布依頼 

③ 青少年育成アドバイザーとの詳細打合せ 内容確認、当日役割分担 

④ 必要物品等準備 手分けをして物品調達 

⑤ 実施  

 

３．活動事例 

イベント名 若桜ぼうけんマップを完成させよう！ 

日 時 令和３年６月１３日 

内 容 

①「若桜冒険遊び大図鑑」（若桜町観光協会発行）をもとに７つの秘境を含む、３つの

冒険コースを班に分かれて巡り、経路、時間等を記録しながら写真に収める。 

②各班の記録を一枚の白地図の上に貼り付ける 

③各コースの見所や気を付ける事等を発表し、オリジナルの冒険マップ完成。 

写 真 

 

 

 

 

 

 

 

 冒険へ出発！ チェックポイントに到着 



写 真 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例２ 

イベント名 みんなでソロキャンプ体験！ 

日 時 令和３年７月 24日、25日 

内 容 

①ダンボールでひとり用テントを作って一人寝体験。 

（休校となった学校の屋内運動場を活用） 

②アルミ缶を加工して釜戸と飯盒を作り、炊飯体験。 

③プール遊びや花火等実施。 

写 真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．成果 

 行政主導ではなく、青少年育成アドバイザーが主体となって、協力体制のもと社会教育を実践することができまし

た。事例 2のキャンプでは「若桜クラブ」という総合型地域スポーツクラブと共催で実施しており、関係団体との連

携という点でも前進できた年でした。また、ナティキッズを卒業した子どもたちがボランティアとして卒業後も事業

の手伝いをしてくれており、下級生の面倒を見たり、大人と一緒に作業をしたりすることが、思いやりや、自主性、協

調性を育む一助になればと考えています。秋にはボランティアが中心となって企画・運営するイベントを計画してい

ます。 

今後も多くの方に、本事業及び青少年育成アドバイザーの活動を知ってもらい、社会教育に興味を持ってもらえる

よう工夫して事業を行いたいと思います。 

幹の長さはどれくらい？ 自分たちの冒険を発表 

ダンボールテントづくりの様子 

アルミ缶炊飯 プール遊びの様子 

オリジナルのテントが完成 


